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1 博物館概要 
 

1.1 博物館設置の目的と背景 

 我孫子市鳥の博物館は、人に身近な鳥をとおして

自然環境への理解と関心を深め、野生生物の保護意

識を高め、市のシンボルでもある手賀沼の浄化・再生

を図るという目的で、平成 2 年 5 月 22 日に手賀沼の

ほとりに設置された。 

 手賀沼は周辺の都市化が進み、人口が急増した昭

和 40 年代から水質の汚濁が始まり、昭和 49 年以降

全国の湖沼の中で水質汚濁度ワースト 1 を記録して

いた。このような状況から、我孫子市は手賀沼の浄

化を願い、昭和 60 年に「手賀沼のほとり、やすら

ぎのまち」をめざした基本構想を策定した。これに

並行して、昭和 59 年、鳥類の研究・保護活動で知

られる（財）山階鳥類研究所を誘致した。さらに同

研究所の協力を得て、市民が人と鳥の共存について

考え、鳥や自然環境に関する情報を得ることが出来

る施設として「我孫子市鳥の博物館」を設置した。 

 手賀沼の水質ワースト 1 は 27 年間続いたが、さま

ざまな浄化対策が功を奏し、平成 12 年にピリオドを

打った。我孫子市は、平成 14 年に、我孫子市第三次

総合計画「手賀沼のほとり心輝くまち～人・鳥・文化

のハーモニー～」をめざした基本構想・基本計画を策

定し、環境施策目標として、手賀沼の水質浄化に加え

て豊かな生態系の復活を掲げた。こうした施策を実

現する上で、鳥の博物館は、環境学習を行う社会教育

施設として重要な役割を果たしている。 

 

1.2 運営方針 

 鳥の博物館は、市が主体となり、関係機関の協力を

得て運営する。 

 この博物館が、多くの人に永く愛され、質の高いま

ちづくりに寄与するよう、適切な運営を図る。 

 市民が受け身に利用するだけでなく、積極的な利

用を促すため、市民スタッフ制度の導入や友の会と

の協働イベントなど、市民が参加しやすい事業展開

を図る。 

 来館者が効果的に見学できるように、ハンズオン

を取り入れた体験学習コーナーを設ける。 

また、博物館周辺の自然環境をフィールドミュー

ジアムととらえ活用する。 

以上の方針に沿って、楽しさ、利用しやすさ、質の

高い情報提供を追及し運営する。 

 

1.3 活動内容 

 鳥の博物館の活動は、次のとおり。 

・鳥類を中心とした総合的な展示。 

・鳥類を中心とする公開講座、自然観察会、実習等の

開催、体験学習の充実。 

・鳥類に関する資料の収集及び保存、調査・研究。 

・鳥類と自然環境に関する情報の提供（図書や文献の

収集・整理、閲覧、出版）。 

・鳥類と自然環境の保護啓発活動。 

・ミュージアム・ショップでの書籍・資料・記念品等

の販売。 

 

1.4 博物館の歴史 

(1)開館までの経緯 

 昭和 60年 6月に我孫子市鳥類展示館建設委員会が

設置され、鳥の博物館の基本構想が策定された。 

 その 5 年後の平成 2 年 5 月 22 日、我孫子市鳥の博

物館が開館した。 

 博物館ができるまでの 5 年間の主な出来事は次の

とおりである。 

 

------------開館までの主なできごと---------- 

 

・昭和 60 年 6 月 7 日：我孫子市鳥類展示館建設委員

会（当初は展示館構想であったため、この名がつい

た）が設置され、基本構想・基本計画の検討がはじ

まる。 

・同年 8 月 26 日：（仮称）我孫子市鳥の博物館基本

構想が策定される。 

・昭和 61 年 3 月 31 日：（仮称）我孫子市鳥の博物館

基本計画が策定される。 

・同年 5 月 7 日：これまで所管していた企画部企画

課から、教育委員会社会教育課に事務が移管され

る。 

・昭和 62 年 4 月 21 日：（仮称）我孫子市鳥の博物館

建設委員会が設置され、本体及び展示工事の設計

業者の選定に入る。 

・同年 7 月 30 日：企画書競争選抜により、展示設計

業者が株式会社日展に決定。 

・同年 8 月 8 日：設計競争選抜により、本体設計業

者が有限会社山下設計研究所に決定。 

・昭和 63 年 7 月 15 日：整地工事（葵開発株式会社）

開始。 

・同年 8 月 31 日：整地工事完了。 

・同年 10 月 19 日：本体建設工事（本体工事=東急・

上村建設共同企業体、電気工事=モデン・玉田建設

共同企業体）開始。 

・平成元年 6 月 20 日：展示工事（株式会社日展）開

始。 

・同年 7 月 24 日：本体工事が完了する。 

・同年 8 月 1 日：トキの剥製が、野瀬俊一氏（長野県

佐久市在住）から寄託される。 

・同年 8 月 10 日：外構工事（東急・上村建設共同企

業体）開始。 

・同年 9 月 30 日：外構工事が完了する。 

・同年 11 月 1 日：我孫子市鳥の博物館協議会が設置

される。 

・同年 11 月 30 日：（仮称）我孫子市鳥の博物館建設

委員会が解散される。 

・同年 12 月 15 日：吉村卓三氏（動物作家）からエピ

オルニスの卵（世界最大の卵）が寄贈される。 

・平成 2 年 3 月 20 日：展示工事が完了する。 

・同年 5 月 22 日：開館。 

---------------------------------------------- 
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(2)開館後の主なできごと 

 鳥の博物館は、平成 2 年 5 月に開館して以来、企

画展をはじめ、さまざまな活動を行ってきた。 

 開館から現在（令和 6 年 3 月）までの主な事業お

よび出来事は、つぎのとおりである。 

 

--------------開館後の主なできごと------------ 

 

・平成 2 年 5 月 22 日〜７月 22 日：第 1 回企画展「巨

鳥の歩んだ道」開催（入館者：37,764 人）。 

・平成 2 年 6 月 3 日：入館者１万人達成。 

・平成 2 年７月 24 日〜10 月 28 日：第 2 回企画展「巨

鳥の歩んだ道Ⅱ」開催（入館者：31,689 人）。 

・平成 2 年 8 月 18 日：入館者 5 万人達成。 

・平成 2 年 11 月 1 日〜12 月 2 日：第 3 回企画展「オ

ーデュボンの描いた野鳥たち－ワイルドライフ・

アートへの招待-」開催（入館者：7,483 人）。 

・平成 2 年 12 月 11 日〜平成 3 年 1 月 27 日：第 4 回

企画展「新着標本展」開催（入館者：5,969 人）。 

・平成 3 年 2 月 1 日〜4 月７日：第 5 回企画展「ガ

ン・カモの世界-水辺の住人、ガン・カモのくらし

-」開催（入館者：15,356人）。 

・平成 3 年 4 月 13 日〜6 月 23 日：第 6 回企画展「鷹

匠-道具でつづる鷹匠の世界-」開催（入館者：

28,193 人）。 

・平成 3 年 4 月 13 日：入館者 10 万人達成。 

・平成 3 年 7 月 20 日〜10月 13 日：第 7 回企画展「沖

縄の野鳥-みつめたい沖縄の自然-」開催（入館者：

32,869 人）。 

・平成 3 年 10 月 22 日〜11 月 24 日：第 8 回企画展

「日剥展-剥製師によるジオラマ作品展-」開催（入

館者：8,875 人）。 

・平成 3 年 4 月 1 日：日本博物館協会、全国科学博

物館協会、千葉県博物館協会へ加盟。 

・平成 3 年 7 月 24 日：学芸員実習生受入開始。 

・平成 3 年 9 月 15 日：博物館法にもとづく公立博物

館登録。 

・平成 3 年 12 月１日〜平成 4 年 5 月 31 日：第 9 回

企画展「オーデュボンの世界-史上最高の図鑑画-」

開催（入館者：43,271 人）。 

・平成 4 年 4 月 5 日：入館者 20 万人達成。 

・平成 4 年 6 月 7 日〜10 月 25 日：第 10 回企画展「繁

殖展-手賀沼で子育てする鳥たち-」開催（入館者：

42,154 人）。 

・平成 4 年夏期：学芸員実習生受入。 

・平成 4 年 11 月 1 日〜平成 5 年 4 月 11 日：第 11 回

企画展「ヤマドリ展-いつまでも山野にはばたけ-」

開催（入館者：30,606 人）。 

・平成 5 年 4 月 17 日〜9 月 26 日：第 12 回企画展「庭

に来る鳥-その鳴き声と姿-」開催（入館者：42,724

人）。 

・平成 5 年 5 月 1 日：入館者 30 万人達成。 

・平成 5 年夏期：学芸員実習生受入。 

・平成 5 年 10 月 2 日〜平成 6 年 2 月 27 日：第 13 回

企画展「鳥の形とくらしⅠ-餌とくちばし-」開催

（入館者：24,294 人）。 

・平成 6 年 3 月１日〜5 月 5 日：第 14 回企画展「切

手の中の鳥たち-切手になった日本の鳥展-」開催

（入館者：18,522 人）。 

・平成 6 年 5 月 21 日〜10 月 23 日：第 15 回企画展

「都市鳥-都会派の鳥たち-」開催（入館者：32,605

人）。 

・平成 6 年 7 月 30 日：入館者 40 万人達成。 

・平成 6 年夏期：学芸員実習生受入。 

・平成 6 年 10 月 29 日〜平成 7 年 2 月 26 日：第 16

回企画展「黒田長久・鳥絵の夢-はばたきのロマン

-」（入館者：14,137 人）。 

・平成 7 年 3 月 5 日〜7 月 16 日：第 17 回企画展「鳥

の形とくらしⅡ-あしのはたらき-」開催（入館者：

26,285 人）。 

・平成 7 年 7 月 23 日〜12 月 27 日：第 18 回企画展

「沖縄の野鳥Ⅱ-ヤンバルの鳥たち-」（入館者：

23,231 人）。 

・平成 7 年夏期：学芸員実習生受入。 

・平成 8 年 1 月 14 日〜4 月 23 日：第 19 回企画展

「収蔵標本展'96-なぜ標本を集めるの-」開催

（入館者：13,710 人）。 

・平成 8 年 4 月 28 日〜10 月 24 日：第 20 回企画展

「鳥の感覚器官Ⅰ-鳥の目のしくみとはたらき-」

開催（入館者：32,519 人）。 

・平成 8 年 5 月 3 日：入館者 50 万人達成。 

・平成 8 年夏期：学芸員実習生受入。 

・平成 8 年 11 月 2 日〜平成 9 年 5 月 25 日：第 21 回

企画展「ペンギンのルーツをさぐる」開催（入館者：

25,914 人）。 

・平成 9 年 5 月 31 日〜9 月 28 日：第 22 回企画展「日

本の鳥展」開催（入館者：19,435 人）。 

・平成 9 年夏期：学芸員実習生受入。 

・平成 9 年 10 月 4 日〜11 月 30 日：第 23 回企画展

「オーデュボン展」開催（入館者：7,116 人）。 

・平成 9 年 12 月 6 日〜平成 10 年 3 月 1 日：第 24 回

企画展「新着収蔵標本展’98」開催（入館者：4,850

人）。 

・平成 10 年 3 月 7 日〜7 月 26 日：第 25 回企画展「鳥

の形とくらしⅢ−つばさと飛行−」開催（入館者：

23,840 人）。 

・平成 10 年 5 月 13 日：入館者 60 万人達成。 

・平成 10 年夏期：学芸員実習生受入。 

・平成 10 年 9 月 5 日〜11 月 29 日：第 26 回企画展

「身近な鳥Ⅰ−ツバメ・ムクドリ・ハシブトガラス

−」開催（入館者：10,067人）。 

・平成 10 年 12 月 5 日〜平成 11 年 3 月 28 日：第 27

回企画展「オーデュボン展-150 年前に描かれた北

アメリカの鳥類-」開催（入館者：9,865 人）。 

・平成 11 年 4 月 10 日〜7 月 11 日：第 28 回企画展

「手賀沼の鳥−数から見た鳥のくらし−」開催（入館

者：13,417 人）。 

・平成 11 年 7 月 17 日〜10 月 31 日：第 29 回企画展

「新着収蔵標本展’99−博物館にやってきた鳥た

ち−」開催（入館者：13,426 人）。 
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・平成 11 年 11 月 27 日〜平成 12 年 4 月 23 日：第 30

回企画展「身近な鳥展Ⅱ−コサギ、キジバト、シジ

ュウカラ−」開催（入館者：5,778 人）。 

・平成 12 年 2 月 26 日〜4 月 23 日：第 31 回企画展

「身近な鳥展Ⅲ−オオバン、ユリカモメ、オナガ−」

開催（入館者：5,670 人）。 

・平成 12 年 4 月 11 日：長崎大学よりトキ寄贈。 

・平成 12 年 4 月 29 日〜8 月 27 日：第 32 回企画展

「里山の鳥−サシバの見た里山の自然−」開催（入館

者：16,969 人）。 

・平成 12 年 9 月 9 日〜11月 5 日：第 33 回企画展「収

蔵庫の中のレッド・データ・バーズ−絶滅のおそれ

のある日本の鳥たち−」開催（入館者：5,938 人）。 

・平成 12 年 10 月 18 日：入館者 70 万人達成。 

・平成 12 年 11 月 18 日〜平成 13 年 4 月 8 日：企画

展示室に「日本の鳥コーナー」展示（入館者：11,363

人）。 

・平成 12 年 12 月 1 日〜平成 13 年 2 月 28 日：博物

館屋根改修および防水修繕工事実施（上村建設工

業株式会社、工事費 8,614,830 円）。 

・ 平成 13 年 4 月 21 日〜9 月 2 日：第 34 回企画展

「鳥の食卓−メニューとマナー−」開催（入館者：

20,098 人）。 

・ 平成 13 年 4 月 29 日：鳥の博物館友の会発足。 

・ 平成 13 年 5 月：Enjoy 手賀沼開始。 

・平成 13 年 7 月 15 日：体験学習室オープン。 

・平成 13 年 9 月 22 日〜平成 14 年 2 月 10 日：企画

展示室に「日本の鳥コーナー」展示（入館者：15,620

人）。 

・平成 13 年 11 月：ジャパンバードフェスティバル

開始。 

・ 平成 14 年 2 月 23 日〜4 月 14 日：第 35 回企画展

「オーデュボンの描いた鳥たち」（入館者：5,212

人）。 

・平成 14 年 6 月 15 日〜10 月 27 日：第 36 回企画展

「岡発戸の谷津田の鳥と自然Ⅰ」（入館者：18,184

人）。 

・ 平成 14 年 4 月：館内ガイドツアーの開始。 

・ 平成 14 年 4 月：階段ギャラリーの設置。 

・平成 14 年 11 月 9 日〜平成 15 年 3 月 30 日：企画

展示室に「日本の鳥コーナーⅠ」展示（入館者：

12,712 人）。 

・平成 15 年 4 月：フロアスタッフ（嘱託職員）配置。 

・平成 15 年 4 月：フロアスタッフイベント開始。 

・平成 15 年 4 月：あびこ自然観察隊の開始。 

・平成 15 年 4 月 12 日〜6月 22 日：企画展示室に「日

本の鳥コーナーⅡ」展示（入館者：9,364 人）。 

・平成 15 年 4 月 24 日：入館者 80 万人達成。 

・平成 15 年 6 月 28 日〜9 月 28 日：第 37 回企画展

「羽毛のふしぎ」開催（入館者：11,861 人）。 

・平成 15 年 8 月 30 日：ミュージアムコンサート（チ

ェンバロ）開催。 

・平成 15 年 10 月 4 日〜平成 16 年 2 月 1 日：第 38

回企画展「鳥と木の実」開催（入館者：11,854 人）。 

・ 平成 16 年 2 月 21 日〜6 月 27 日：企画展示室に

「日本の鳥コーナー」展示（入館者：15,004 人）。 

・平成 16 年 4 月：てがたん（手賀沼定例探鳥会）開

始。 

・ 平成 16 年 7 月 10 日〜10 月 3 日:第 39 回企画展

｢骨が語る鳥のくらし｣開催（入館者：10,544 人）。 

・ 平成 16 年 10 月 9 日〜11 月 7 日:第 40 回企画展

｢第１回友の会展｣開催（入館者：5,656 人）。 

・ 平成 16 年 11 月 20 日〜平成 17 年４月 24 日:企画

展示室でテーマ展｢日本の鳥｣開催（入館者：14,971

人）。 

・平成 17 年 4 月：鳥の博物館市民スタッフ制度導入 

・平成 17 年 4 月：多目的ホールの開設。多目的ホー

ルに体験学習室を移設し、元体験学習室は「友の

会・市民スタッフルーム」として設置。 

・ 平成 17 年 4 月 29 日〜9 月 18 日:第 41 回企画展

｢あびこにコウノトリがやってきた｣開催（入館者：

18,641 人）。 

・平成 17 年 8 月：夏休みフロアスタッフイベント開

始。 

・平成 17 年 8 月 20 日：入館者 90 万人達成。 

・平成 17 年 10 月 1 日〜11 月 20 日:第 42 回企画展

｢第 2 回友の会展｣開催（入館者：7,800 人）。 

・平成 17 年 12 月 3 日〜平成 18 年 1 月 29 日：企画

展示室で「日本の鳥コーナーⅠ-北の鳥たち-」展示

（入館者：3,035 人）。 

・ 平成 18 年 2 月 4 日〜4月 23 日：企画展示室で「日

本の鳥コーナーⅡ-多様な自然環境と日本の鳥た

ち-」展示（入館者：7,733人）。 

・平成 18 年 4 月 29 日〜9 月 24 日：第 43 回企画展

「あびこの公園の鳥たち」開催（入館者：17,037 人）。 

・平成 18 年夏期：学芸員実習生受入。 

・平成 18 年 10 月１日〜11 月 19 日：第 44 回企画展

「第 3 回友の会展」開催（入館者：8,492 人）。 

・平成 18 年 12 月 2 日〜19 年 1 月 21 日：第 45 回企

画展「日本の鳥-収蔵庫の標本一堂に公開-」開催

（入館者：2,775 人）。 

・平成 19 年 2 月１日〜同年 5 月 13 日：第 46 回企画

展「鶏民芸品展−秋篠宮コレクション−」開催（入館

者：12,996 人）。 

・平成 19 年 6 月 9 日～9 月 23 日：第 47 回企画展「て

がたん-手賀沼フィールドミュージアムへの誘い-」

開催（入館者：11,299 人）。 

・平成 19 年 10 月 6 日～11 月 25 日：第 48 回企画展

「第 4 回友の会展」開催（入館者：6,770 人）。 

・平成 19 年 12 月 8 日～平成 20 年 3 月 30 日：第 49

回企画展「日本の鳥コーナー-図鑑とちがう標本に

なった鳥たち-」開催（入館者：7,333 人）。 

・平成 20 年 4 月 8 日：フクロウ巣箱に 3 個の卵を確

認。 

・平成 20 年 4 月 12 日～9 月 15 日：第 50 回企画展

「鳥のくらし」開催。 

・平成 20 年 5 月４日：入館者 100 万人達成。柏市在

住。本館友の会会員、上村朋子さん。 

・平成 20 年 4 月 12 日～9 月 15 日：第 50 回企画展

「鳥のくらし-ジオラマで見る鳥の生活-」開催（入
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館者：18,294 人）。 

・平成 20 年 5 月 15 日：フクロウ巣箱に 3 羽の雛を

確認。 

・平成 20 年 10 月 4 日～11 月 24 日：第 51 回企画展

「第 5 回友の会展」開催（入館者：6,698 人）。 

・平成 20 年 12 月 6 日～平成 21 年 3 月 20 日：第 52

回企画展「日本の鳥展-骨格編-」開催（入館者：

8,750 人）。 

・平成 21 年 1 月 1 日：元日特別開館試行。 

・平成 21 年 4 月 11 日～9月 27 日：第 53 回企画展

「てがたん展パート 2-かかわりあって暮らす身近

な生き物-」開催（入館者：19,569 人）。 

・平成 21 年 10 月 1 日～11月 27 日：第 54 回企画展

「第 6 回友の会展」開催（入館者：8,782 人）。 

・ 平成 21 年 12 月 5 日～平成 22 年 3 月 28 日：第

55 回企画展「日本の鳥-収蔵庫の中の身近な鳥た

ち-」開催（入館者数：8,315 人）。 

・ 平成 22 年 1 月 1 日：元日特別開館を実施。 

・ 平成 22 年 5 月 1 日〜9 月 20 日：第 56 回企画展

「鳥たちの旅-渡り鳥のくらしを追う-」開催（入

館者：16,790 人）。 

・ 平成 22 年 10 月 2 日〜11月 28 日：第 57 回企画

展「第 7 回友の会展」開催（入館者：8,410 人）。 

・ 平成 22 年 12 月 4 日〜平成 23 年４月 24 日：第

58 回企画展「楚人冠と鳥」開催（入館者：6,688

人）。 

・ 平成 23 年 1 月 1 日：元日特別開館を実施。 

・ 平成 23 年 3 月 15 日〜4 月 15 日：震災のため臨

時休館。 

・ 平成 23 年 4 月 29 日～7 月 10 日：第 59 回企画展

「てがたん展パート 3-身近な自然、季節の出会い

-」開催（入館者：9,147 人）。 

・ 平成 23 年 7 月 16 日～10月 23 日：第 60 回企画

展「ジオラマで見る鳥のくらし-食事編-」開催

（入館者：12,021 人）。 

・ 平成 23 年 10 月 29 日～11月 27 日：第 61 回「バ

ードカービング優秀作品展」開催（入館者：

1,877 人）。 

・ 平成 23 年 12 月 1 日～平成 24 年 1 月 27 日：第

62 回企画展「第 8 回友の会展」開催（入館者：

2,797 人）。 

・ 平成 24 年 2 月 11 日～11月 25 日：第 63 回企画

展「日本の鳥-鳥博コレクション展-」開催(入館

者：27,559 人)。 

・ 平成 24 年 12 月 1 日～平成 25 年 1 月 27 日：第

64 回企画展「第 9 回友の会展」開催(入館者：

2,383 人)。 

・ 平成 25 年 2 月 9 日～6 月 30 日：第 65 回企画展

「身近な鳥-我孫子の鳥を調べてみたら-」開催

(入館者：12,524 人)。 

・ 平成 25 年 7 月 13 日～12月 1 日：第 66 回企画展

「鳥の骨展-空とぶ骨組み-」開催(入館者：

14,005 人)。 

・ 平成 25 年 12 月 7 日～1 月 13 日：第 67 回企画展

「第 10 回友の会展-手賀沼周辺の探鳥地&ワクワ

ク友の会ライフ-」開催(入館者：1,757 人)。 

・ 平成 26 年 1 月 25 日～6 月 29 日：第 68 回企画展

「日本の鳥-識別編-」開催(入館者：13,498 人)。 

・ 平成 26 年 7 月 12 日～11月 30 日：第 69 回企画

展「山階コレクション展-日本の鳥学を築いた研

究所の貴重標本-」開催（入館者：16,558 人）。 

・ 平成 26 年夏期：学芸員実習生受入。 

・ 平成 26 年 8 月 22 日：国際鳥類学会議中日ツアー

により鳥の博物館見学。 

・ 平成 26 年 12 月 13 日～平成 27 年 1 月 25 日：第

70 回企画展「第 11 回友の会展-親子で楽しむ手賀

沼周辺探鳥地-」開催（入館者：2,248 人）。 

・ 平成 27 年 2 月 7 日～6 月 28 日：第 71 回企画展

「鳥の鳴き声展」開催（入館者：14,615 人）。 

・ 平成 27 年 5 月 24 日：開館 25 周年記念講演会

「鳥の博物館のこれから」開催（参加者：60

人）。 

・ 平成 27 年 7 月 11～9 月 6日：第 72 回企画展「ア

ホウドリ展-復活への挑戦-」開催（入館者：

6,016 人）。 

・ 平成 27 年夏期：学芸員実習生受入。 

・ 平成 27 年 9 月 12 日～12月 6 日：第 73 回企画展

「飛んでる鳥展-飛翔型標本コレクション-」開催

（入館者：11,298 人）。 

・ 平成 27 年 12 月：タッチ式デジタルサイネージ設

置。 

・ 平成 27 年 12 月 12 日～平成 28 年 1 月 24 日：第

74 回企画展「第 12 回友の会展-手賀沼でバードウ

ォッチング-」開催（入館者：2,237 人）。 

・ 平成 28 年 2 月 6 日～6 月 26 日：第 75 回企画展

「フクロウさんちの子育て日記」開催（入館者：

14,412 人）。 

・ 平成 28 年 7 月 9 日～11 月 6 日：第 76 回企画展

「我孫子の鳥図鑑-市内で見られる鳥全種の標本

-」開催（入館者：16,816人）。 

・ 平成 28 年夏期：学芸員実習生受入。 

・ 平成 28 年 11 月 7 日～平成 29 年 1 月 31 日：鳥の

博物館空調設備更新工事につき閉館。 

・ 平成 29 年 2 月 11 日～6 月 25 日：第 77 回企画展

「鳥の子育て-ジオラマで見る鳥の繁殖-」開催

（入館者：14,910 人）。 

・ 平成 29 年 7 月 15 日～11月 26 日：第 78 回企画

展「鳥・酉・鶏・とり」開催（入館者：17,912

人）。 

・ 平成 29 年夏期：学芸員実習生受入。 

・ 平成 29 年 12 月 9 日～平成 30 年 1 月 14 日：第

79 回企画展「第 13 回友の会展」開催（入館者：

2,003 人）。 

・ 平成 30 年 1 月 27 日～6 月 24 日：第 80 回企画展

「日本の海鳥-カンムリウミスズメと行く海の旅

-」開催（入館者：13,455人）。 

・ 平成 30 年 7 月 14 日～11月 25 日：第 81 回企画

展「我孫子の都市鳥-都市の発展と鳥たちの移り

変わり-」開催（入館者：15,426 人）。 

・ 平成 30 年 12 月 8 日～平成 31 年 1 月 14 日：第
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82 回企画展「第 14 回友の会展-我孫子で子育てす

る鳥たち-」開催（入館者：1,873 人）。 

・ 平成 31 年 2 月 2 日～令和元年 6 月 16 日：第 83

回企画展「てがたん展-あびこで楽しむ自然観察

-」開催（入館者：11,378人）。 

・ 令和元年 7 月 13 日～11 月 24 日：第 84 回企画展

「世界からみた日本の鳥」開催（入館者：15,212

人）。 

・ 令和元年 12 月 7 日～令和 2 年 1 月 13 日：第 85

回企画展「第 15 回友の会展-万葉集の旅、鶏の鳴

く東の国から太宰府まで-」開催（入館者：2,425

人）。 

・ 令和 2 年 2 月 1 日～8 月 30日：第 86 回企画展

「バンディング展」開催（入館者：8,183 人）。 

・ 令和 2 年 3 月 24 日～6 月 7日：新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止のため臨時休館。 

・ 令和 2 年 10 月 10 日～令和 3 年 1 月 31 日：鳥の

博物館開館 30 周年特別展示「日本の鳥」開催

（入館者：5,979 人）。 

・ 令和 3 年 2 月 13 日～3 月 14 日：第 87 回企画展

「第 16 回友の会展－日本の四季を彩る鳥たち

－」開催（入館者：1,865人）。 

・ 令和 3 年 3 月 27 日～令和 3 年 6 月 27 日：「日本

の鳥－収蔵標本公開－」開催（入館者：6,839

人）。 

・ 令和 3 年 3 月 31 日：日本博物館協会、千葉県博

物館協会を脱会。 

・ 令和 3 年 7 月 17 日～11月 28 日：第 88 回企画展

「鳥のチャンピオン」開催（入館者：11,369 人）。 

・ 令和 3 年 12 月 11 日～令和 4 年 1 月 16 日：第 89

回企画展「第 17 回友の会展 大空に展示したい！

クマタカ凧 ～鳥凧ができるまで～」開催（入館

者：1,722 人）。 

・ 令和 4 年 2 月 5 日～令和 4 年 6 月 26 日：「日本の

鳥－収蔵標本公開－」開催（入館者：12,598

人）。 

・令和 4 年 7 月 16 日～令和 4 年 11 月 27 日：第 90

回企画展「手賀沼の鳥－環境と水鳥 いま・むか

し－」開催（入館者：11,863 人）。 

・令和 4 年 12 月 10 日～令和 5 年 1 月 29 日：第 91

回企画展「友の会展－マンホール上の鳥たち－」

開催（入館者：2,280 人）。 

・令和 5 年 2 月 18 日～令和 5 年 6 月 25 日：「日本

の鳥コーナー－収蔵標本公開－」開催（入館者：

11,891 人）。 

・令和 5 年 3 月 1 日：入館料およびミュージアムシ

ョップの支払いに電子決済システムを導入。 

・令和 5 年 7 月 1 日：我孫子市鳥の博物館展示リニ

ューアル基本計画検討委員会を設置。 

・令和 5 年 7 月 15 日～令和 5 年 11 月 5 日：第 92

回企画展「猛禽－タカ・フクロウ・ハヤブサ－」

開催（入館者：15,813 人）。 

・令和 5 年 7 月：ジャイアントモアのモニュメント

（「安美湖を求めて」 島田忠幸作、アートな散歩

市企画委員会寄贈）竣工。 

・令和 5 年夏期：学芸員実習生受入。 

・令和 5 年 11 月 6 日～令和 6 年 3 月 31 日：鳥の博

物館給排水および受変電設備更新工事につき閉

館。 

・令和 6 年 4 月 2 日～令和 6 年 6 月 23 日：第 92 回

企画展「猛禽－タカ・フクロウ・ハヤブサ－」開

催（入館者：10,438 人）。 

・令和 6 年 7 月 13 日～令和 6 年 11 月 4 日：第 93 回

企画展「山階芳麿博士の作った図鑑－『日本の鳥

類と其の生態』ができるまで－」開催（入館者：

14,353 人）。 

・令和 6 年 11 月 5 日～令和 7 年 3 月 31 日：鳥の博

物館屋上・外壁改修、換気設備改修、昇降機更新

工事につき休館。 

・令和 7 年 3 月：「鳥の博物館展示リニューアル基

本計画」策定。 

・令和 7 年 4 月：「友の会・市民スタッフルーム」

を「市民交流ルーム」に名称変更。 

・令和 7 年 4 月 1 日～令和 7 年 6 月 15 日：「日本の

鳥―収蔵標本公開―」開催（入館者：9,528 人） 

・令和 7 年 4 月 13 日：市制 55 周年記念ミュージア

ムコンサート（ハンドベル）開催（参加者：131

人）。 

・令和 7 年 4 月 25 日：一般社団法人医学生物学電

子顕微鏡技術学会より電子顕微鏡（Miniscope 

TM3000）1 台寄贈。 

・令和 7 年 5 月 5 日：博物館法改正に伴い、文化庁

登録博物館に再登録。 

・令和 7 年 7 月 12 日～令和 7 年 11 月 24 日：第 94

回企画展「とりホネ展―骨からわかる鳥の進化と

多様性―」開催（入館者：19,074 人）。 

・令和 7 年夏期：学芸員実習生受入。 

・令和 7 年 10 月 1 日～令和 7 年 11 月 28 日：「触っ

て・聞いて楽しめる鳥の鳴き声装置」の設置に向

けたクラウドファンディングを実施（支援額：

2,733,000 円、支援者：84 人）。 

・令和 7 年 10 月 18 日～令和 7 年 11 月 5 日：市制

施行 55 周年・鳥の博物館開館 35 周年記念特別展

示「ハワイミツスイを彫る～内山春雄のバードカ

ービングの可能性～」開催。 

・令和 7 年 12 月 13 日～令和 8 年 2 月 8 日：第 95

回企画展「第 19 回友の会展～我孫子のツバメ調

べました～」開催（入館者：2,999 人）。 

・令和 8 年 2 月 9 日～令和 8 年 2 月 19 日：電気設

備工事につき休館。 

・令和 8 年 2 月 20 日：ミュージアムショップを 1

階に移転。 

・令和 8 年 2 月 28 日～令和 8 年 6 月 28 日：「日本

の鳥」開催（入館者：2,314 人）。 

・令和 8 年 3 月 24 日：クラウドファンディングに

より、10 種の鳥（スズメ、ムクドリ、キジバト、

ハシブトガラス、オオバン、カルガモ、カワセ

ミ、カワラヒワ、オオヨシキリ、ヒヨドリ）の触

れるバードカービング（鳥の彫刻）を備えた「鳥

の鳴き声装置」を設置。 
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1.5 博物館施設の概要 

(1)建設・設備 

【設計】 

・建築設計：（有）山下和正建築研究所 

・建築工事監理：（有）山下和正建築研究所 

・展示設計：（株）日展 

・展示工事監理：（株）日展 

 

【施工】 

・建築：東急・上村建設共同企業体 

・外構：東急・上村建設共同企業体 

・電気：モデン・玉田建設共同企業体 

・昇降機：（株）日立製作所 

・浄化槽：東急・上村建設共同企業体 

・視聴覚機器：東信電気（株）、（株）ナノテクニカル、

光電子（株） 

・展示：（株）日展 

 

【工事費】 

・建築基本設計・実施設計： 12,200,000 円 

・建築工事（含む本体、電気、外構、監理）： 

  490,684,500 円 

・展示基本設計・実施設計： 12,450,000 円 

・展示工事（含視聴覚システム）： 

  201,001,900 円 

  （合計） 716,336,400 円 

 

【工期】 

・着工：昭和 63 年 10 月（建物竣工 平成元年 7 月） 

・完成：平成 2 年 3 月（開館 平成 2 年 5 月 22 日）

【規模】 

・敷地面積： 1,701.19 ㎡ 

・建築面積： 607.29 ㎡ 

・延床面積： 1,563.80 ㎡ 

 一階： 522.65 ㎡ 

 二階： 558.00 ㎡ 

 三階： 448.08 ㎡ 

 塔屋階： 26.07 ㎡ 

 浄化槽機械室 9.00 ㎡ 

・展示面積： 585.53 ㎡ 

・構造規模：鉄筋コンクリート造地上 3 階建 

・建築基礎：直接基礎 

・建物高：地上 18.8m 

（注）建築面積、延床面積は建物建築確認申請に基づ

く数値 

 

【空調設備】 

・空調システム：ガス焚冷温水発生機によるセントラ

ル空調システム（事務室は室外機設置によるエア

コン） 

・空調系統：3 階展示室：空調機によるダクト方式 

・その他：ファンコイルによる個別方式 

・換気システム：小型全熱交換器、または天井扇によ

る局所換気 

・除湿器：収蔵庫及び展示室に設置【衛生設備】 

・給水方式：増圧ポンプ方式（吸引口径 50Φ） 

・排水方式：汚水は下水道直結（平成 21 年 11 月に

浄化槽から公共下水道へ接続工事）。雨

水は別系統とし、床下ピット（調整槽）

に貯留後排水。 

・給湯方式：ガス瞬間湯沸器による個別方式 

・ガス：都市ガス 

 

【消火設備】 

・消火器 

・ハロゲン消火（収蔵庫） 

 

【電気設備】 

・ 受変電設備： 

受電電圧 3 相 3 線式 6,600V 

 変圧器 3 相 75KVA1 台、単相 50KVA2 台 

      低圧進相コンデンサ 26.6KVAur 

 屋内キュービクル型 

・監視設備： 

 受変電設備故障監視 

 動力設備遠方発停故障監視 

 照明（コンセント）設備 

 共同リモコン制御 

・動力設備： 

 一般動力 3 相 200V 

・照明設備： 

 LED ダウンライト（2 階・3 階展示室、2

階多目的ホール、2 階市民交流ルーム、

1 階エントランスホール、事務室、その

他） 

       LED スポットライト（2 階・3 階展示室） 

 蛍光灯（展示ケース内照明、その他） 

 スポットライト（1 階展示準備室） 

・誘導灯非常灯： 

 バッテリー内蔵型 

・拡声設備： 

 120W10 局壁掛型 

 全館非常放送 120W 10 局用 

 多目的ホール放送、エレベーター専用

放送 

・自動火災報知設備： 

 P 型 1 級 20 回線 

・防犯設備 

 開口部感知装置：無人化監視装置 

・電話設備： 

 IP 電話 11 台 

・テレビ共振設備： 

 視聴覚用 VHF･UHF･BS 

・昇降機設備： 

 乗用ロープ式、定員 11 名（積載荷重

750kg）、速度 60m／分 
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(2)館内見取り図 

 

（注） 2 階 Ａ：展示室「手賀沼の自然と鳥」 

    3 階 Ｂ1〜3：展示室「鳥の世界」 

    3 階 Ｃ：展示室「人と鳥の共存」

(3)用途別面積 

・1 階 

室         名 室数 
延べ床面積 

（㎡） 

  事務室 1 51.51 

  給湯室 1 4.19 

  名誉館長室 1 20.09 

  更衣室 1 8.86 

  休憩救護室 1 13.53 

  会議室 1 19.85 

  燻蒸室 1 7.18 

  展示準備室 1 35.04 

  収蔵庫 1 82.24 

  機械室 1 60.22 

  事務倉庫 1 11.39 

  清掃員室 1 9.32 

  トイレ 1 33.37 

  職員用トイレ 1 12.90 

  
ミュージアムショッ

プ 
1 38.24 

  風除室 1 12.60 

  荷解室 1 25.29 

  階段室 1 19.95 

  エレベーター室 1 5.28 

  廊下 2 50.85 

  その他ＰＳ等 − 0.75 

合計 522.65 
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・2 階 

室   名 室数 
延べ床面積 

（㎡） 

  学芸員室 1 69.91 

  暗室 1 8.04 

  市民交流ルーム 1 51.82 

  多目的ホール 1 89.77 

  倉庫 1 10.97 

  体験学習コーナー 1 43.83 

  常設展示室 1 107.33 

  企画展示室 1 107.71 

  階段室 1 19.65 

  エレベーター室 1 5.28 

  廊下室 1 40.91 

  その他ＰＳ等 − 2.78 

合計 558.00 

 

・3 階 

室   名 室数 
延べ床面積 

（㎡） 

  常設展示室 1 370.49 

  階段室 1 31.26 

  エレベーター室 1 5.28 

  エレベーターホール 1 30.10 

  その他ＰＳ等 − 10.95 

合計 448.08 

 

・搭屋階 

室   名 室数 
延べ床面積

（㎡） 

  エレベーター機械室 1 10.53 

  階段室 1 10.31 

  その他ＰＳ等 − 5.23 

合計 26.07 

 

・別棟 

室   名 室数 
延べ床面積

（㎡） 

  旧浄化槽機械室 1 9.00 

 

（注）各面積は、建築設計図面からの面測値 

      は、来館者専用エリア 
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2 教育普及 

 

2.1 展示 

(1)常設展示 

 常設展示は、①手賀沼の自然と鳥たち、②鳥の世界、

③人と鳥の共存、以上三つのテーマで構成される。 

テーマごとの展示内容は次のとおり。 

①手賀沼の自然と鳥たち 

 我孫子市の自然を代表する手賀沼を取り上げ、関

東平野の中央に位置するという地理的な特徴、干拓

による地形的な変遷、生物相の変遷など、鳥が生活す

る舞台としての手賀沼の特徴を紹介している。 

 また、いま手賀沼ではどんな鳥がどの様に生活し

ているのか、四季折々の典型的な情景をジオラマ（生

態展示）で具体的に表現した。 

②鳥の世界 

 「鳥」とはどんな動物なのか理解を深めるために、

生物学的視点から鳥の特徴を取り上げた。 

 鳥の起源と進化、分類について、世界の鳥の分類展

示、飛翔のしくみの各項目で構成した。 

 始祖鳥の化石の復元模型や約 300 点の世界の鳥の

剥製、骨格標本、飛翔標本などを展示。 

③人と鳥の共存 

 絶滅の危ぶまれる「トキ」の剥製展示を導入として、

人と鳥とのかかわりあいの歴史についてふれた。 

 最後の一羽にならないために、人のしてきたこと、

帰らぬ鳥たち、共に生きるために、以上の各項目で構

成。 

（その他） 

・タッチ式デジタルサイネージ（2 階） 

 平成 27 年度より手賀沼コーナーに設置。 

手賀沼の四季（映像）、手賀沼の鳥図鑑（環境別 50

種）、増えた鳥・減った鳥（手賀沼 1988～2012）、手

賀沼が今の姿になるまで（地史）、手賀沼と周辺の自

然環境（エコトーン）、手賀沼水域の環境の変化（干

拓、汚濁、利用）、手賀沼の環境トピックスの各項目

を紹介。 

・触って・聞いて楽しめる鳥の鳴き声装置（2 階） 

 令和 8 年より体験学習コーナーに設置。体サイズ

の指標となる「ものさし鳥」や、手賀沼で見られる鳥

の鳴き声と、触れるカービング模型を計 10 種類設置

している。 

・クイズコーナー（3 階） 

 展示室の最後に、博物館の展示で学んだことの復

習ができるコーナーを設置している。 

 常設展示の鳥あてクイズを初級、中級、上級の難易

度で楽しめる。 

 

(2)企画展示等 

◆第 94 回企画展「とりホネ展－骨からわかる鳥の

進化と多様性－」  

(期間) 令和 7 年 7 月 12 日（土）～11 月 24 日（月 

祝） 

(内容) 空に進出した鳥の軽くてしなやかな体は、 

さまざまな骨の組みあがりで体現されている。博 

物館がこれまで収集・作成した骨格標本と 3D デ 

ータを通して、骨組みの制約の中で鳥の体が変化 

した歴史と、骨の機能美について紹介した。 

 

◆第 95 回企画展「第 19 回友の会展～我孫子のツ 

バメ調べました～」 

(期間) 令和 7 年 12 月 13 日(土)～令和 8 年 2 月 

8 日(日) 

(共催) 鳥の博物館友の会 

(内容) 友の会会員と市民が我孫子市全域で行っ 

た「ツバメの巣調査」の結果と各同好会の活動の

成果を紹介。 

 

(3)その他展示 

◆市制施行 55 周年・鳥の博物館開館 35 周年記念

特別展示「ハワイミツスイを彫る～内山春雄の

バードカービングの可能性～」 

(期間) 令和 7 年 10 月 18 日(土)～11 月 5 日(水） 

(場所) 鳥の博物館 2 階 多目的ホール 

(内容) ハワイで独自の進化を遂げた鳥「ハワイ 

ミツスイ」の内山春雄氏によるバードカービング 

作品を関連資料とともに展示した。 

 

◆写真展「鳥の博物館友の会 野鳥写真展 2025」 

(期間) 令和 7年 10月 18日(土)～11月 22日(土） 

(場所) 水の館 (1 階、3 階)  

(共催) 鳥の博物館友の会 

(内容) ジャパンバードフェスティバルのイベン 

トとして鳥の博物館友の会が撮影した写真展を 

開催した。 

 

◆市制施行 55 周年記念展示「学びが紡ぐまち～我 

孫子の生涯学習のあゆみ～」 

(期間) 令和 7年 12月 12日(金)～12月 23日(火） 

(場所) 我孫子市生涯学習センター「アビスタ」 

(2 階)       

(共催) 我孫子市教育委員会 生涯学習部 

(内容) 教育委員会関連施設のこれまでの歴史や 

活動の様子を紹介する展示会を開催した。鳥の博 

物館からは、過去の企画展ポスターや開館当時の 

写真、初期の企画展の関連物品を展示した。 

 

◆鳥の博物館の紹介展示① 

(期間) 令和 7 年 5 月 27 日(火)～5 月 30 日(金) 

(場所) あびこショッピングプラザ 1 階 セン 

ターコート 

(内容) 博物館の過去の企画展ポスターを紹介し 

た出張展示。 

 

◆鳥の博物館の紹介展示② 

(期間) 令和 7 年 10 月 2 日(木)～11 月 2 日(日) 

(場所) 我孫子市民図書館 展示スペース 

(内容) 博物館とジャパンバードフェスティバル 

を紹介した出張展示。 
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2.2 展示ガイド 

◆ 団体解説 

予約制で館内ガイドを行っている。 

(実施件数・人数) 46 件・1,741 人 

 

◆ 市民スタッフによる展示交流等 

市民スタッフによる展示交流活動として館内の案

内を行っている。 

 

2.3 観察会・講座・室内イベントほか 

(1) 観察会 

◆てがたん（手賀沼の自然観察会） 

 参加定員 30 名の当日受付制で実施した。 

（日時）毎月第 2 土曜日 10:00～12:00 

（場所）博物館前広場、親水広場、 

手賀沼遊歩道、水生植物園 

（参加者総人数）182 人（～3 月まで） 

・4 月 みどり、いろいろ 13 人 

・5 月 もっと知りたいムクドリ 雨天中止 

・6 月 鳥のヒナまつり 16 人 

・7 月 へび巳（み）っけ！ 20 人 

・8 月 拾ってみよう！鳥の羽 16 人 

・9 月 生きるための毒 part2 雨天中止 

・10 月 タケってどんな植物？ 2 人（室内解説） 

・11 月 てがたん in JBF 11 月 1 日 28 人、2 日 23 人 

世界とつながっている、我孫子の鳥 16 人 

・12 月 検証！鳥のことわざ 10 人 

・1 月 命のタイムカプセル 11 人 

・2 月 冬鳥ウォッチング 16 人 

・3 月 気にならない木に春が来た！？ 11 人 

 

◆バードウィーク手賀沼探鳥会 

（日時）令和 7 年 5 月 11日（日）9:15～11:30 

（場所）我孫子市高野山地区の手賀沼遊歩道 

（共催）我孫子野鳥を守る会 

（参加者）52 人 

 

◆あびこ自然観察隊 

 手賀沼周辺の地域を特徴づける環境をフィールド

として実施する自然観察会。各会のテーマと日時・場

所は次のとおり。 

・第 1 回「斜面林の生き物観察」 

（日時）令和 7 年 6 月 22日（日）9:00～12:00 

（場所）香取神社・高野山桃山公園・手賀沼遊歩道 

（参加者）9 人 

・第 2 回「手賀沼の魚をみよう」 

（日時）令和 7 年 7 月 13日（日）10:30～12:00 

（場所）鳥の博物館 多目的ホール・手賀沼周辺 

（参加者）15 人 

・第 3 回「セミの羽化をみよう」 

（日時）令和 7 年 7 月 26日（日）18:30～20:00 

（場所）手賀沼親水広場・手賀沼遊歩道 

（参加者）14 人 

・第 4 回「観察しよう！手賀沼の冬鳥」 

（日時）令和 8 年 2 月 15日（日）9:00～12:00 

（場所）手賀の丘の森・手賀沼湖畔 

（共催）手賀の丘青少年自然の家 

（参加者）25 人 

・第 5 回「春の谷津田観察会」 

（日時）令和 8 年 3 月 8 日（日）9:00～12:00 

（場所）岡発戸・都部の谷津田 

（参加者）13 人 

 

◆自然ワークショップ 

「はじめてのバードウォッチング」 

バードウォッチング初心者を対象とした観察会。 

（日時）令和 7 年 11 月 24日（月・祝）10:00～11:00 

（場所）手賀沼親水広場・手賀沼遊歩道 

（参加者）14 人 

 

(2) 講座 

◆鳥のサイエンストーク 

 山階鳥類研究所研究員および鳥の博物館学芸員

による鳥類に関する研究紹介と質疑応答。原則毎月

第 3 土曜日の 13 時 30 分から 14 時 15 分まで。鳥の

博物館での現地開催またはオンラインのセミナー

形式で実施。 

・第 1 回 4 月 19 日、「台風直撃でスズメ大量死が起

きるのはどんなとき？」、講師：仲村 昇さん（山

階鳥類研究所研究員）、オンライン開催、最大同

時視聴者：49 人、見逃配信視聴回数：362 回 

・第 2 回 5 月 18 日、「渡り鳥を追ってどこまでも～

アラスカ・ユーコンデルタ探訪記～」、講師：澤 

祐介さん（山階鳥類研究所研究員）、オンライン

開催、最大同時視聴者：83 人、見逃配信視聴回

数：353 回 

・第 3 回 6 月 21 日、「マングース根絶への取り組み

が奄美大島の鳥類に与えた効果」、講師：水田 

拓さん（山階鳥類研究所自然誌・保全研究ディレ

クター）、現地開催、参加者：23 人 

・第 4 回 7 月 20 日、「アホウドリを未来へつなぐ取

り組み」、講師：油田照秋さん（山階鳥類研究所

研究員）、現地開催、参加者：24 人  

・第 5 回 8 月 16 日、「2022 年標識調査 おいしいと

こだけつまみぐい」、講師：千田万里子さん（山

階鳥類研究所専門員）、現地開催、参加者：41 人 

・第 6 回 10 月 18 日、「鳥の DNA を調べる・入門編」、

講師：望月みずき（我孫子市鳥の博物館学芸員）、

現地・オンライン同時開催、現地参加者：23 人、

最大同時視聴者：28 人、見逃配信視聴回数：546

回 

・第 7 回 12 月 20 日、「カラスはどれほど賢いか」、

講師：山崎剛史さん（山階鳥類研究所研究員）、

現地開催、参加者：57 人  

・第 8 回 1 月 17 日、「メボソムシクイとそっくりな

鳥、オオムシクイはどこで繁殖するのか？」、講

師：齋藤武馬さん（山階鳥類研究所研究員）、現

地開催、参加者：12 人 

・第 9 回 2 月 21 日、「鳥類標本の保存と活用－標本

はなぜ作られて保存されるのか－」、講師：岩見
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恭子さん（山階鳥類研究所研究員）、現地開催、

参加者：33 人  

・第 10回 3月 21日、「鳥の翼はどう進化したのか？」、

講師：脇水徳之（我孫子市鳥の博物館学芸員）、

現地開催、参加者：37 人 

 

◆その他講演会 

・「秋に向けたシギ・チドリ類識別講座」 

（日時）令和 7 年 8 月 2 日（土）14:00～16:00 

（場所）鳥の博物館 多目的ホール 

（内容）シギ・チドリの識別に関する記事を多数執筆

する講師が、識別点や観察時のポイントを解説した。 

（講師）小田谷嘉弥さん（千葉県立中央博物館研究

員）、澤本将太さん 

（参加者）42 人 

 

・「ハワイミツスイの 500万年の進化の不思議」 

（日時）令和 7 年 10 月 26日（日）14:00～15:30 

（場所）鳥の博物館 多目的ホール 

（内容）ハワイ諸島に生息するハワイミツスイが、島

の自然や餌資源に応じて種分化した歴史や、内山氏

のバードカービングにかける想いを紹介。 

（講師）内山春雄さん 

（参加者）18 人 

 

・「日本の空に復活したハクガン－故郷のウランゲル 

島の今－」 

（日時）令和 7 年 11 月 26日（水）13:00～16:30 

（場所）鳥の博物館 多目的ホール・オンライン同時 

開催 

（内容）20 世紀初頭に日本から姿を消したハクガン。 

1993 年から再び日本の空に呼び戻すための取り組み

が行われ、現在では約 2,000 羽まで回復。その歴史や

ハクガンの生態について紹介。 

（講師）ワシーリー・バラニュークさん（北ユーラシ

ア・ガンカモ類作業部会）、佐場野祐さん（日本雁を

保護する会）、柴田佳秀さん（科学ジャーナリスト）、

澤 祐介さん（山階鳥類研究所） 

（参加者）現地参加者 18 人、オンライン視聴者 61 人 

 

◆企画展「とりホネ展－骨からわかる鳥の進化と多

様性－」 

ギャラリートーク 

（日時）令和 7 年 7 月 21 日（月・祝）・10 月 5 日（日）

14:00～15:00 

（講師）脇水徳之（我孫子市鳥の博物館学芸員） 

 

◆鳥学講座 

・「最新恐竜学＠JBF」 

（日時）令和 7 年 11 月 1日（土）13:30～15:00 

（場所）我孫子市生涯学習センター「アビスタ」1F 

ホール 

（講師）真鍋 真さん（国立科学博物館名誉研究員・

群馬県立自然史博物館特別館長） 

（参加者）120 人 

◆鳥博セミナー 

・「鳥のホネが語る恐竜の痕跡」 

（日時）令和 7 年 9 月 27日（土）14:00～15:30 

（場所）鳥の博物館 多目的ホール 

（講師）脇水徳之（我孫子市鳥の博物館学芸員） 

（内容）鳥の骨に残された恐竜の特徴と、骨の形の進

化について紹介した。 

（参加者）40 人 

 

(3)室内イベント 

◆我孫子市市制 55周年記念ミュージアムコンサート

「～ハンドベルで奏でる鳥の物語～」 

（日時）令和 7 年 4 月 13日（日）第一部 13:00～ 

14:30、第二部 15:00～16:30 

（場所）鳥の博物館 3 階 世界の鳥コーナー 

（内容）鳥の剥製標本を背景に、すずの木ハンドベ 

ル・クワイアによるハンドベルコンサートを実施。 

（参加者）第一部 68 人、第二部 63 人、計 131 人 

 

◆工作イベント 

・「飛べ！鳥の紙ひこうき」 

（日時）令和 7 年 5 月 6 日（土）13:30～15:30 

（場所）鳥の博物館 多目的ホール 

（内容）鳥型の紙飛行機を製作し、ゴムランチャーを

使って野外で飛ばした。 

（参加者）30 人 

 

・「鳥の工作をしよう」 

（日時）令和 7 年 5 月 11日（日）10:00～12:00 

（場所）鳥の博物館 多目的ホール 

（内容）くるみボタンをかわいい鳥に変身させ、ゴム

バンドを作製した。 

（参加者）150 人 

（共催）鳥の博物館友の会 

 

・「竹ざるをつくろう」 

（日時）令和 7 年 6 月 29日（日）13:30～16:00 

（場所）鳥の博物館 多目的ホール 

（内容）身近な植物の竹を使って涼しげなざるを作

製した。 

（参加者）4 人 

 

・「竹かごをつくろう」 

（日時）令和 7 年 9 月 28日（日）13：30～16：30 

（場所）鳥の博物館 多目的ホール 

（内容）身近な植物の竹を使って、六目の竹かごを作

製した。 

（参加者）5 人 

 

・「竹の鍋敷きを作ろう」 

（日時）令和 7 年 12 月 14日（日）13:30～16:30 

（場所）鳥の博物館 市民交流ルーム 

（内容）身近な植物の竹を使って、寒い季節に活躍す

る鍋敷きを作製した。 

（参加者）5 人 
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・「竹筒でお米を炊こう」 

（日時）令和 8 年 3 月 22日（日）10:00～14:00 

（場所）五本松ふれあいキャンプ場 

（内容）竹で作った筒でお米を炊き、ほのかな竹の 

香りがする米の味を体験した。 

（参加者）11 人 

 

◆自然ワークショップ 

・「恐竜時代の化石発掘たいけん」 

（日時）令和 7 年 7 月 5 日（土）13:30～14:30 

（場所）鳥の博物館 多目的ホール 

（内容）千葉県の化石の紹介と、白亜紀の岩石をハン

マーで割って化石を探す体験。 

（講師）伊佐治鎭司さん（千葉県立中央博物館） 

（参加者）42 人 

 

・「メダカでアクアリウム」 

（日時）令和 7 年 8 月 11 日（月・祝）13:30～15:00 

（場所）鳥の博物館 多目的ホール 

（内容）ミナミメダカや手賀沼に生息していた水草

について説明し、アクアリウム作りを体験。 

（参加者）26 人 

 

・「藍染め体験」 

（日時）令和 7 年 8 月 23日（土）13:30～15:00 

（場所）鳥の博物館 市民交流ルーム 

（内容）葉から作った藍染め液を使い、巾着などを染

める体験。 

（参加者）15 人 

 

・「松ぼっくりでツリー作り」 

（日時）令和 7 年 12 月 21日（日）13:30～16:00 

（場所）鳥の博物館 多目的ホール 

（内容）松ぼっくりに飾り付けをして、ミニツリーを

作製した。 

（参加者）32 人 

 

◆その他 

・「電子顕微鏡でミクロな世界を体験しよう」 

（日時）令和 7 年 8 月 20日（水）13:30～16:00 

（場所）鳥の博物館 市民交流ルーム 

（内容）令和 7 年 4 月に博物館に導入された電子顕

微鏡で、身の回りのものを観察し、小さなものが見え

る仕組みを解説。 

（参加者）15 人 

 

・「どんぐりインクでお絵かきをしよう」 

（日時）令和 7 年 9 月 13日（土）13:30～14:30 

（場所）鳥の博物館 市民交流ルーム 

（内容）どんぐりの渋み成分から作った天然のイン

クで絵を描く体験会を実施。 

（参加者）22 人 

 

・「鳥の DNA 分析入門―DNA で鳥の性別を調べてみよ

う―」 

（日時）令和 8 年 3 月 8 日（日）13:00～16:00 

（場所）鳥の博物館 市民交流ルーム 

（内容）DNA から鳥の性別を調べる方法を、ピペット

操作や PCR操作とともに体験できる実験講座を実施。 

（参加者）4 人 

 

・「VR で手賀沼バードウォッチング」 

（日時）令和 8 年 3 月 29日（日）13:30～16:00 

（場所）鳥の博物館 市民交流ルーム 

（内容）学芸員が撮影した手賀沼の野鳥の映像を、 

VR 装置を覗いて観察する室内体験会。 

（参加者）46 人 

 

◆鳥の科学作品展 

（期間）令和 7 年 7 月 1 日（火）～8 月 31 日(日） 

（場所）鳥の博物館 エントランス 

（内容）令和 6 年度に市内小中学校において提出さ

れた自由研究作品の中から鳥に関する研究 11点を展

示した。 

 

◆夏の遊びと研究大集合 2025 

 小中学生を対象に、鳥や身近な自然について紹介

するイベントを夏休み期間中に実施した。 

（期間）令和 7 年 7 月 20 日（日）～8 月 31 日（日）

までの日曜日（全 7 回実施） 

（時間）13:30〜15:00 

（場所）鳥の博物館 多目的ホール 

（参加者）延べ 352 人 

（各回のテーマと参加者数） 

第 1 回 7 月 20 日 ブーブーカモ笛  50 人 

第 2 回 7 月 27 日 ゴーストミミズク  38 人 

第 3 回 8 月 3 日 バシャバシャペンギン  75 人 

第 4 回 8 月 10 日 ふわふわ鳥グライダー  63 人 

第 5 回 8 月 17 日 ブーブーカモ笛  53 人 

第 6 回 8 月 24 日 鳥のスカイスクリュー  37 人 

第 7 回 8 月 31 日 ゴーストミミズク  36 人 

 

◆企画展「とりホネ展－骨からわかる鳥の進化と多

様性－」関連イベント 

・「とりホネ関節模型を作ろう①」 

（日時）令和 7 年 7 月 26日（土）13:30～15:00 

（内容）厚紙と割りピンを使って鳥の頭骨の動きを 

再現できる模型を作製。 

（参加者）15 人 

 

・「とりホネ関節模型を作ろう②」 

（日時）令和 7 年 10 月 13 日（月・祝）13:30～15:00 

（内容）厚紙と割りピンを使って鳥の頭骨の動きを 

再現できる模型を作製。 

（参加者）24 人 

 

・「とりホネパズル」 

（日時）令和 7 年 9 月 20日（土）13:30～15:00 

（内容）実際の鳥の骨を使ったパズルで、鳥の骨の 

形や並び方を紹介。 
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（参加者）19 人 

 

・「VR でとりホネ体験」 

（日時）令和 7 年 11 月 22日（土）、11 月 24 日（月 

祝）13:30～15:00 

（内容）鳥の頭や全身の骨の 3D データを、VR 装置 

を覗いて様々な角度や大きさで観察する室内体験会

を実施。 

（参加者）合計 17 人 

 

◆JBF 館内イベント 

・「ハシビロコウの帽子をつくろう」 

（日時）令和 7 年 11 月 1日（土）、11 月 2 日（日） 
    10:00～11:00 

（内容）紙でハシビロコウの形をした帽子を作製。 

（参加者）合計 60 人 

 

・「鳥博クイズ」 

（日時）令和 7 年 11 月 1日（土）、11 月 2 日（日） 

13:30～15:00 

（内容）3 階の展示を見ながらクイズに答え、全問正

解者にポストカードを差し上げた。 

（参加者）合計 202 人 

 

◆まるっと！ぬいどり 

（日時）令和 7 年 12 月 13日（土）10:00～16:30 

（場所）鳥の博物館、杉村楚人冠記念館、白樺文学 

館、志賀直哉邸跡書斎、旧村川別荘 

（共催）我孫子市教育委員会 文化・スポーツ課 

（内容）イベント参加者がぬいぐるみを持参し、我 

孫子市内の施設を回り、撮影会を楽しむ。 

（参加者）4 人 

 

(4) 館外イベント 

◆実物大！つばさうちわを作ろう 

（日時）令和 7 年 5 月 11日（日）9:00～15:30 

（場所）手賀沼親水広場 屋外テント内 

（内容）鳥の翼標本を印刷した紙を切って、うちわ 

を作る体験会を実施。 

（参加者）250 人 

 

◆JBF 館外イベント 

「鳥博からの挑戦状！とりトリ★クイズ大会！」 

（日時）令和 7 年 11 月 2日（日）13:40～14:10 

（場所）手賀沼親水広場 特設ステージ 

（内容）鳥に関する勝ち抜き形式のクイズを実施

し、正解者 3 人に賞品を差し上げた。 

（参加者）多数 

 

2.4 出版物 

◆我孫子市鳥の博物館報 第 35 号（令和 6 年度版） 

A4 判 22 ページ、鳥博ホームページにて PDF 配信。 

 

◆鳥の博物館ニュース「あびこ鳥だより」 

A4 判 4 ページ、鳥博ホームページにて PDF 配信及

び館内にて配布。 

・2025 年 No.1（通巻 67 号）令和 7 年 6 月 11 日 

・2025 年 No.2（通巻 68 号）令和 7 年 12 月 28 日 

 

◆ブログ（鳥博日記・とりはく自然通信） 

2024 年度から Facebook ページに一本化し、随時配

信。 

 

2.5 広報・取材協力 

【書籍・雑誌・パンフレット】 

・月刊「BIRDER 2025 年 9月号」株式会社文一総合 

出版 

 （内容）第 94 回企画展「とりホネ展－骨からわか

る鳥の進化と多様性－」を紹介。 

・千葉県観光ガイドブック「チーバくんとちばのたび。

2025 年度版」 千葉県物産協会 令和 7 年 11 月 

 （内容）博物館展示、開館日情報を紹介。 

・「もっと知りたい 千葉の面白博物館」京葉銀行お

客様向け配布冊子 令和 7 年 12 月 

（内容）館内ガイド、展示物紹介の他、博物館の成

り立ち、見どころ、魅力をインタビュー。 
 

【テレビ・ラジオ番組】 

・「リゾートウェザー」BAYFM 令和 7 年 9 月 20 日放

送 

（内容）第 94 回企画展「とりホネ展－骨からわか

る鳥の進化と多様性－」を紹介。 

・「よじごじ Days」テレビ東京 令和 7 年 10 月 7 日

放送 

 （内容）「終着駅さんぽ～我孫子市編～」コーナー

内で、博物館の概要、展示物を中心に、見どころな

どを紹介。 

・「スーパーJ チャンネル」朝日放送テレビ 令和 7

年 12 月 29 日放送 

（内容）海上保安庁巡視船で見られた鳥について、

学芸員に種同定および生態の解説を依頼。放送内

容の一部は ANN ニュースのユーチューブチャンネ

ルにて公開。 

・「ウィークリー千葉県～ちばの旬な話題をお届け～」 

千葉県報道広報課・チバテレ 令和 8 年 1 月 24 日 

放送 

（内容）学芸員が館内常設展示（手賀沼のジオラマ、 

世界の鳥）を解説。 
 

【映画】 

・株式会社ヨアケ 令和 9 年公開予定の映画撮影 

令和 8 年 3 月 13 日 

 

【新聞・地域情報誌】 

・東京新聞 令和 7年 7月 13日 1頁（千葉県版朝刊） 

(内容) 企画展「とりホネ展－骨からわかる鳥の進

化と多様性－」を紹介。 

・読売新聞 令和 7 年 7 月 21 日 6 頁（全国版夕刊）、

令和 7 年 7 月 26 日 23 頁（富山県版）  

(内容) 富山城址公園のサギ大量死について、学芸

員がコメント。 
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・ぐるっと千葉 各号 

（内容）企画展示、イベント紹介 

・アビプレ 各号 

（内容）企画展示、イベント紹介 

 

【ホームページ】 

・「我孫子紹介サイト」中村達也 令和 7 年 4 月 

 （内容）博物館外観、展示内容、オリジナル商品を

紹介。 

・「リビングかしわ」サンケイリビング新聞社 令和

7 年 7 月 25 日 

 （内容）第 94 回企画展「とりホネ展－骨からわか

る鳥の進化と多様性－」を紹介。 

・「るるぶ&more.（ルルブアンドモア）」株式会社タビ

マップ 令和 7 年 9 月 

 （内容）千葉県のおすすめ博物館として鳥の博物館

を紹介。 

・KADOKAWA 情報サイト「ウォーカープラス」 SINCE

合同会社 令和 7 年 9 月 

 （内容）鳥の博物館の常設展示の見どころを紹介。 

 

2.6 職場体験等受入 

・職場体験 

我孫子市立白山中学校 2 学年 

実施日：令和 7 年 8 月 20日 9:00～15:00 

受入人数：2 人 

・インターンシップ 

千葉県立我孫子高等学校 2 学年および川村学園女子

大学 1 学年  

実施日：令和 7 年 8 月 17 日、31 日（いずれも日曜

日） 9:30～16:00 

受入人数：2 人（各日１人） 

・学芸員実習 

実施日：令和 7 年 8 月 1 日～8 月 10 日 9:30～16:30 

受入人数：4 人（東京農業大学 2 人、日本大学 1 人、

帝京科学大学 1 人） 

・博物館資料保存論 実地研修 

実施日：令和 7 年 12 月 13日 9:30～12:00 

受入人数：23 人（帝京科学大学） 

 

2.7 出前授業・講師派遣・アドバイザー・委員会な

ど 

・生涯学習課講座「アビコなんでも学び隊」 

（実施日）令和 7 年 7 月 30 日 

（内容）身近な鳥カラスをテーマに、室内での講演お

よび標本観察と野外観察を実施 

・「千葉市科学フェスタ 2025」にブース出展 

（実施日）令和 7 年 10 月 12 日 

（内容）ブースでは翼の実物大うちわ工作とバード

グライダー工作、鳥の羽や卵を触る体験会を実施 

(参加者) 281 人 

・生涯学習出前講座 

（実施日）令和 7 年 10 月 16 日 

（内容）我孫子の代表的な自然環境でみられる野鳥

について解説 

・「第 6 回 手賀沼 100 人カイギ」での講演 

（実施日）令和 8 年 1 月 21 日 

（内容）鳥の博物館のこれまでの活動や我孫子の自 

然について紹介 

 

2.8 鳥に関する質問 

入館者、電話、窓口、手紙などでの問合せ数・内容

を把握するため、質問を受けた数を記録し集計した。 

鳥の生態、傷病鳥の保護について、手賀沼の鳥につ

いて、写真の鳥の同定など鳥に関するさまざまな質

問があった。 

 

＜令和 7 年度 質問件数＞  

月 件数 

4月 19 

5月 18 

6月 16 

7月 17 

8月 18 

9月 9 

10月 12 

11月 10 

12月 6 

1月 15 

2月 16 

3月 11 

合計 167 

 

3 調査研究 

 

3.1 調査研究活動 

 職員により、次の調査研究活動を行った。 

◆手賀沼の鳥類生息状況調査：通年（望月・脇水・村

松・染谷） 

手賀沼の鳥類の生息状況を把握する目的で、手賀

沼の水域を対象に毎月１回のセンサス調査を実施し

た。結果速報は、鳥の博物館ニュース「あびこ鳥だよ

り」およびウェブサイトに掲載。 

 

◆ 手賀沼生物調査（学芸員） 

手賀沼周辺に生息する鳥類の生息状況を把握する

目的で鳥の博物館友の会、市民スタッフとともに調

査を実施した。結果速報は、博物館内に掲示し「あ

びこ鳥だより」に掲載。 

・手賀沼オオバン繁殖個体数調査 

令和 7 年 4 月 18 日 9：00～12：00 

・手賀沼オオヨシキリのソングポストのカウント調

査（さえずり地点調査） 

令和 7 年 5 月 22 日 9：00～12：00 

 

◆鳥類標識調査（望月・脇水） 

・令和 7 年 4 月 16 日～4 月 17 日 

・令和 7 年 5 月 19 日～5 月 20 日 
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・令和 7 年 6 月 4 日～6 月 5 日 

・令和 7 年 7 月 11 日～7 月 12 日 

・令和 7 年 8 月 28 日～8 月 29 日 

・令和 7 年 9 月 17 日～9 月 18 日 

・令和 7 年 10 月 10 日～10月 11 日 

・令和 7 年 11 月 5 日～11月 6 日 

・令和 7 年 12 月 10 日～12月 11 日 

・令和 8 年 1 月 8 日～1 月 9 日 

・令和 8 年 2 月 5 日～2 月 6 日 

・令和 8 年 3 月 5 日～3 月 6 日 

 

3.2 調査研究活動への協力 
 鳥の博物館の調査研究に関連して、他組織の調

査研究活動に対して次の協力を行った。 

・他施設等への資料提供  

京都市動物園にオガサワラノスリ DNA 解析用肉

片 3 個体分を提供（令和 7 年 5 月 22 日） 
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4 資料の収集・保存 

 

4.1 標本資料 

 鳥の博物館では、調査研究・教育普及活動に役立て

るために、さまざまな方の協力のもとに各種鳥類の

資料（おもに斃死鳥）を収集している。 

 収集した資料は、剥製標本や骨格標本として計画

的に活用している。 

 令和 7 年度における標本の収蔵状況は次のとおり

である。 

 

収蔵標本総数（令和 8 年 3 月 31 日調べ） 

種類 収蔵標本 常設展示標本 

本剥製  2,062(2,054)  382(382) 

仮剥製  504(483) 0(0) 

部分剥製 34(34) 1(1) 

全身骨格  492(487) 37(37) 

部分骨格  228(223) 17(17) 

化石 2(2) 0(0) 

化石レプリカ 4(4) 7(7) 

模型 33(33) 17(7) 

巣  69(62) 12(12) 

卵  74(71) 27(27) 

卵レプリカ 19(19) 3(3) 

羽毛 多数  51(51) 

道具 1(1) 35(35) 

小計 3,522(3,473) 589(579) 

合計  4,111(4,052) 

注．（ ）内は昨年度末の点数 

 
4.2 図書資料 

 鳥の博物館で収蔵する図書資料は、次のとおりで

ある。 

 

蔵書数（令和 8 年 3 月 31日調べ） 

区分 収蔵冊数 

国内書籍 4,345(4,306） 

国外書籍 536(526） 

国内雑誌 11,904(11,720） 

国外雑誌 1,477(1,475） 

合計  18,279(18,027） 

注．（ ）内は昨年度末の冊数 

 

4.3 資料等貸出利用協力 

（1）資料の特別利用および貸出 

 鳥の博物館で収蔵する標本・資料および写真資料

の貸し出し利用については、利用目的の合理性と保

守管理の適切さを判断し、館内での利用および館外

への貸し出しを行っている。 

 

① 標本の館内特別利用 29 件 313 点 

学術利用および友の会鳥絵同好会の事業での利用の 

参考とするための閲覧。 

・学術利用 6 件 78 点 

・鳥絵同好会利用 23 件 235 点 

 

② 文化芸術活動での標本閲覧 7 件 13 点 

令和 7 年 5 月より毎月 1 回、スケッチやバードカー

ビングなどの文化芸術活動での標本閲覧を開始。 

・9 月 4 名、12 月 2 名、1月 1 名、3 月 1 名（計 8 名） 

 

③ 標本資料等の館外貸し出し 

・特別展「鳥」 名古屋市科学館および大阪市立自然

史博物館 本剥製標本 32 点、ジオラマ 2 点、骨格

標本 2 点。令和 7 年 3 月 15 日～令和 7 年 6 月 15

日および令和 8 年 3 月 14日～令和 8 年 6 月 14 日 

・企画展「御殿山」 品川区立品川歴史館 タンチョ

ウ本剥製 1 点、オオタカ本剥製 1 点。令和 7 年 10

月 11 日～令和 7 年 12 月 18 日  

・企画展「群れる鳥」 埼玉県立自然の博物館 エリ

マキシギほか本剥製標本計 8 点。令和 7 年 10 月 25

日～令和 8 年 2 月 23 日 

・第 33 回あびこ国際交流まつり アホウドリ模型

（ぬいぐるみ）1 点、アホウドリに関する写真パネ

ル 19 点。令和 7 年 11 月 27 日～令和 7 年 12 月 2

日 

・企画展「うみ鳥っぷ 2 [umi-Trip2]―海鳥と旅する

食物連鎖の世界―」 千葉県立中央博物館分館海

の博物館 シロハラトウゾクカモメ本剥製 1 点。

令和 7 年 11 月 1 日～令和 8 年 5 月 31 日 

・企画展「鳥の世界へようこそ！－知れば知るほどお

もしろい－」 ミュージアムパーク茨城県自然博

物館 オオジシギほか本剥製標本計 10 点、ダチョ

ウ骨格標本 1 点。令和 8 年 2 月 28 日～令和 8 年 6

月 7 日 

・特別展「超危険生物展」 国立科学博物館 ヒクイ

ドリ本剥製標本 1 点。令和 8 年 3 月 14 日～令和 8

年 6 月 14 日 

  

④ 撮影協力・画像資料等の提供 

・NHK エンタープライズ「ダーウィンが来た！生きも

の新伝説 始祖鳥の生き残り！？ 翼にツメを持つ

鳥」（平成 27 年 5 月 31 日放送分の再放送） 始祖

鳥の化石レプリカおよび復元模型の写真画像の再

利用許可。令和 7 年 6 月より CATV 局で放送 

・企画展「そうせきとどうぶつたち」 新宿区立漱石

山房記念館 ヤマドリのオスとメス、ブンチョウ

本剥製標本の写真画像を提供。令和 7 年 7 月 17 日

～令和 7 年 10 月 5 日 

・一般社団法人エデュケーションラボ 冊子「柏でみ

つける科学の芽_モデルコース」 博物館外観写真

1 点を提供。令和 7 年 8 月 21 日 

・テレビ朝日「くりぃむクイズ ミラクル 9」 博物
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館外観写真 1点および 3階展示室写真 1点を提供。

令和 7 年 8 月 27 日放送 

・企画展「御殿山」 品川区立品川歴史館 タンチョ

ウ、マナヅルほか野鳥写真画像を計 11 点提供。令

和 7 年 10 月 11 日～令和 7 年 12 月 18 日  

・NHK 総合テレビ「チコちゃんに叱られる」 株式会

社スタッフラビ フクロウの本剥製および骨格標

本の写真画像を複数点提供。令和 7 年 11 月 21 日

～令和 7 年 11 月 22 日放送 

・株式会社アルバ 書籍「47 都道府県 行かなきゃ

損する！？ 美術館・博物館・図書館」 博物館 2

階および 3 階展示室写真を計 2 点提供。令和 8 年

2 月（第 1 巻）および令和 8 年 4 月（第 2・3 巻）

発行 

・企画展「鳥の世界へようこそ！－知れば知るほどお

もしろい－」 ミュージアムパーク茨城県自然博

物館 フンボルトペンギン骨格標本の写真画像を

提供。鳥の博物館企画展ガイド『鳥の形とくらし

III－つばさと飛行－』の一部解説部分の参考利用

を許可。令和 8 年 2 月 28日～令和 8 年 6 月 7 日 

・国立駅開業 100 周年記念 春季企画展「文化の華咲

く国立 国立大学町と国立駅開業」 くにたち郷土

文化館 タンチョウ、コガモの野鳥写真提供。令和

8 年 3 月 8 日～令和 8 年 6月 30 日 

・特別展「超危険生物展」 国立科学博物館 ヒクイ

ドリ本剥製標本の写真画像を提供。令和 8 年 3 月

14 日～令和 8 年 6 月 14 日 

・物販・展示イベント「ハシビロコウ祭 第 5 回」 

ハシビロコウの本剥製および骨格標本の写真、企

画展「とりホネ展－骨からわかる鳥の進化と多様

性－」のハシビロコウ展示の写真の使用許可。令和

8 年 3 月 24 日～令和 8 年 3月 29 日 

 

（2）備品貸出協力 

 博物館の運営目的に沿った公益活動に対して、備

品の貸出を行った。 

・双眼鏡の貸出 

令和 7 年 10 月 29 日～11月 5 日 双眼鏡 20 台 

及び三脚 3 台 

令和 7 年 12 月 12 日～16 日 双眼鏡 30 台 

令和 7 年 12 月 20 日 双眼鏡 5 台 

合計 3 件（双眼鏡 55 台三脚 3 台）貸出 

 

4.4 燻蒸 

(1)全館燻蒸 

 博物館の建物全体を対象とした燻蒸を、次の要領

で行った。 

・実施日：令和 7 年 4 月 28 日（月） 

・使用薬剤：エコミュアーFT ドライガス（ピレスロ

イド系炭酸ガス製剤） 

・燻蒸時間：4 時間 

・薬剤注入方法：専用特殊ノズルで空中に噴霧 

・効果判定：コクヌストモドキ成虫を使用した効果判

定を 1 階収蔵庫・2 階展示室・3 階展示室で行った

結果、すべて 100％の殺虫効果を確認。 

(2)標本食害虫生息状況調査 

 燻蒸効果を確認するため、標本食害虫の生息状況

を定期的に調査した。毎月 1 回約 1 か月間のトラッ

プ設置による食害昆虫の捕獲調査を実施した。 

 

(3)簡易燻蒸 

 簡易燻蒸は、企画展終了時や新作標本納品時、貸し

出し標本返却時など、標本資料の収蔵庫からの出し

入れに伴い、随時職員が実施。 

 令和 7 年度は 3 回実施した。 

 

注.簡易燻蒸の方法：燻蒸室（床面積 7.18 ㎡）内で鳥

の博物館仕様の「ふくろうくん（日本液炭）」（容

量 5.4 ㎥の気密バッグ）を用い、炭酸ガスを注入

し、濃度約 70％で 2 週間処理した。 
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5 総務ほか 

 
5.1 組織 

 「我孫子市鳥の博物館」は、我孫子市教育委員会生

涯学習部に属する機関である。令和 7 年度の鳥の博

物館職員および組織構成は次のとおり。 

 

(1) 職員名簿 

職名 氏名 

名誉館長*1 小川 博 

館長 大山 絢子 

館長補佐兼係長 木村 亜由美 

主任（学芸員） 岩本 二郎 

主任（学芸員） 望月 みずき 

主任主事 鈴木 由莉 

主任主事 鈴木 ひなの 

主任学芸員 脇水 徳之 

会計年度任用職員学芸員 村松 和行 

会計年度任用職員学芸員 染谷 実紀 

会計年度任用職員博物館事務補助員     1 名 

会計年度任用職員博物館受付・ショップ販売員 7 名 

注．*1 名誉館長は非常勤特別職 

 

 

(2) 市民スタッフ 

令和 7 年度の市民スタッフ登録者は 29 人であった。 

5.2 予算の執行状況 

 予算の執行状況は次のとおり。 

 

＜令和 7 年度＞ 

(1)歳入 

費目 決算額（円） 備考 

入館料 4,340,070 博物館入館料 

行政財産使用料 730 

行政財産使用

料（郵便ポス

ト） 

物品売払収入 40,000 
物品売払収入

（公用車） 

鳥の博物館基金

寄付金 
2,821,335 

館内募金箱・

クラウドファ

ンディング寄

付金の合計 

鳥の博物館基金

繰入金 
500,000 

ブロー弁取付

工事用 

博物館記念品 

売捌収入 
6,328,694 

ミュージアム

ショップ記念

品売上 

雑入 

66,400 観察会参加料 

35,751 自動販売機分 

市債 10,700,000 
鳥の博物館改

修事業債 

計 24,832,980  
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(2)歳出 

費目 決算額(円) 備考 

非常勤特別職 

人件費 
2,400,000 名誉館長報償費 

会計年度任用職員 

人件費 
16,634,870 

会計年度任用職

員人件費 

博物館運営費 8,119,596 
教育普及事業 

開催等諸経費 

ミュージアム 

ショップ運営費 
4,246,642 

ﾐｭｰｼﾞｱﾑｼｮｯﾌﾟ

用販売品購入

等 

施設維持管理費 21,265,134 
施設維持管

理・修繕費等 

負担金・補助金 1,733,000 
賛助金 

負担金 

基金積立金 4,600,000 
鳥の博物館基

金積立金 

車両維持管理費 68,516 
燃料・修繕費

等 

計 59,067,758  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3 ミュージアムショップの運営 

 鳥の博物館のミュージアムショップは、来館記念

になるものや博物館の教育普及活動に役立つものを

提供する目的で、博物館が直営している。 

 令和 8 年 2 月 20 日より、1 階エントランスホール

に移転。ガイドブックや小物類など、当館独自に開発

した品物等を中心に販売している。 
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5.4 入館者数 

令和 7 年度の入館者数は 36,940 人であった。令和 7

年度は電気設備工事のため 2月 9日から 2月 19日ま

で休館した（この間も観察会は実施）。 
 

 

令和 7 年度の入館者数 

 

なお、エンジョイ手賀沼（5 月 11 日）、国際博物館の

日（5 月 18 日）、鳥の博物館開館記念日（5 月 22 日）、

千葉県民の日（6 月 15 日）、我孫子市市制施行日（7

月 1 日）及びジャパンバードフェスティバル（11 月

1 日、2 日）の各記念日は無料開放日とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年度の主要な無料・免除入館者数の内訳 

 

 

月 

小
・
中
学
生 

高
・
大
学
生 

一
般 

そ
の
他 

無
料
・
免
除 

合
計 

4 月 542  82  1,437  999 3,060  

5 月 1,110  49  1,338  1,662  4,159  

6 月 1,023  52  974  1,257  3,306  

７月 548  41  1,266  784 2,639  

8 月 928  117 2,243  1,153  4,441  

9 月 541  103  1,325  759  2,728  

10 月 361  44  1,334  785  2,524  

11 月 976 43 1,196 5,356 7,571 

12 月 170 82 672 502 1,426 

1 月 161 41 826 523 1,551 

2 月 174 72 679 417 1,342 

3 月 237 70 1,134 752 2,193 

合計 6,771 796 14,424 14,949 36,940 

前年 5,873  436  9,088  10,484  25,881  

比 較 +898  +360  +5,336  +4,465  +11,059  

月 

学
校
行
事 

友
の
会
会
員 

4 月 571 73 

5 月 1,113 38 

6 月 1,023 53 

7 月 548  44 

8 月 931 57 

9 月 559 66 

10 月 361 87 

11 月 976 45 

12 月 194 81 

1 月 161 30 

2 月 212 40 

3 月 237 44 

合計 6,886 658 

前年 5,938  485  

比較 +948 +173 
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6 条例・規則 

 
○我孫子市鳥の博物館条例 

平成元年 9 月 28 日 

条例第 26 号 

(趣旨) 

第 1 条 この条例は、地方自治法(昭和 22 年法律第

67 号)第 244 条の 2 第 1 項の規定により、博物館の

設置及び管理に関し必要な事項を定めるものとす

る。 

(設置) 

第 2 条 鳥類及び鳥類に関連する資料(以下「博物館

資料」という。)の収集、保管及び展示をするとと

もに、その調査研究及び普及活動を通じて、市民の

教養文化の向上に寄与することを目的とし、我孫

子市鳥の博物館(以下「博物館」という。)を設置す

る。 

(位置) 

第 3 条 博物館は、我孫子市高野山 234 番地 3 に置

く。 

(事業) 

第 4 条 博物館は、次の各号に掲げる事業を行う。 

(1) 博物館資料を収集し、保管し、展示し、及び閲

覧利用させること。 

(2) 博物館資料に関する調査研究及び博物館資料

の保管、展示等に関する技術的研究をすること。 

(3) 博物館資料に関する研究会、講演会、講習会、

映写会、観察会等の主催及び奨励をすること。 

(4) 博物館資料に関する案内書、解説書、目録、調

査研究書等の作成及び頒布をすること。 

(5) 博物館に関する情報及び参考資料の紹介及び

提供をすること。 

(6) 他の博物館、学校、研究所、学会その他関係機

関等と連絡及び協力をすること。 

(7) 前各号に掲げる事業のほか第 2条に規定する目

的を達成するために必要な事業 

(入館料の徴収等) 

第 5条 博物館に入館しようとする者(中学生以下の

者を除く。)は、別表に定める入館料又は 3 館共通

入館料を納めなければならない。ただし、我孫子市

教育委員会(以下「教育委員会」という。)が特に必

要があると認めたときは、入館料を免除すること

ができる。 

2 既に納めた入館料及び 3館共通入館料は還付しな

い。ただし、教育委員会が災害その他特別の事情に

より還付することを適当と認めたときは、この限

りでない。 

3 期間を定めて特別の博物館資料を展示する企画

展の入館料は、教育委員会が別に定める。 

(職員) 

第 6 条 博物館に、館長、学芸員その他必要な職員を

置く。 

2 博物館に、名誉館長を置くことができる。 

(委任) 

第 7 条 この条例の施行に関し必要な事項は、教育

委員会が規則で定める。 

附 則 

この条例は、平成 2 年 4 月 1 日から施行する。た

だし、第 7 条の規定は、平成元年 10 月 1 日から施

行する。 

附 則(平成 7 年 3 月 29 日条例第 9 号) 

(施行期日) 

1 この条例は、平成 7 年 4 月 1 日から施行する。 

(我孫子市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び

費用弁償に関する条例の一部改正) 

2 我孫子市特別職の職員で非常勤のものの報酬及

び費用弁償に関する条例(昭和 31 年条例第 16 号)

の一部を次のように改正する。 

別表第 1 第 4 号の表中「鳥の博物館館長」を「鳥の博

物館名誉館長」に改める。 

附 則(平成 13 年 12 月 28日条例第 35 号)抄 

(施行期日) 

1 この条例は、平成 14 年 7 月 1 日から施行する。 

(委員の任期に関する経過措置) 

2 この条例の施行の日の前日において従前の(中

略)鳥の博物館協議会の委員である者の任期は、当

該委員の任期を定めたそれぞれの条例の規定にか

かわらず、その日に満了する。 

附 則(平成 26 年 3 月 26日条例第 15 号) 

この条例は、平成 26 年 4月 26 日から施行する。 

附 則(令和元年 12 月 27日条例第 25 号) 

この条例は、令和 2 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(令和 5 年 3 月 20 日条例第 14 号) 

この条例は、令和 5 年 4 月 1 日から施行する。 

別表(第 5 条関係) 

 

備考 

1 高校生・大学生には、学校教育法(昭和 22 年法

律第 26 号)に定める高等専門学校、専修学校、各

種学校等に在学する者を含む。 

2 団体とは、20 人以上の者をいう。 

3 3 館共通入館料を納入した者は、当該入館料を納

入した日から 1 月の間に、博物館のほか我孫子市

白樺文学館及び我孫子市杉村楚人冠記念館にそれ

ぞれ 1 回入館することができる。 

  

  

区分 単位 金額 

入館料 

一般 １人１回につき 
個人 300 円 

団体 240 円 

高校生・

大学生 
１人１回につき 

個人 200 円 

団体 160 円 

３館共通

入館料 

一般 

１人１回につき 個人 

500 円 

高校生・

大学生 
400 円 



我孫子市鳥の博物館報 No.36（令和 7 年度版） 

 

 

 

23 

○我孫子市鳥の博物館基金条例 

令和 3年 9月 29日 

条例第 26号 

(設置) 

第 1条 我孫子市鳥の博物館事業の充実を図るため、

我孫子市鳥の博物館基金(以下「基金」という。)を

設置する。 

(積立て) 

第 2 条 基金として積み立てる額は、一般会計歳入

歳出予算で定めるところによる。 

(管理) 

第 3 条 基金に属する現金は、金融機関への預金そ

の他最も確実かつ有利な方法により保管しなけれ

ばならない。 

2 基金に属する現金は、必要に応じ、最も確実かつ

有利な有価証券に代えることができる。 

(運用益金の処理) 

第 4 条 基金の運用から生ずる収益は、一般会計歳

入歳出予算に計上して、我孫子市鳥の博物館事業

に要する費用の財源に充てるもののほか、この基

金に編入するものとする。 

(繰替運用) 

第 5条 市長は、財政上必要があると認めるときは、

確実な繰戻しの方法、期間及び利率を定めて基金

に属する現金を歳計現金に繰り替えて運用するこ

とができる。 

(処分) 

第 6 条 基金は、我孫子市鳥の博物館事業に要する

費用の財源に充てる場合に限り、一般会計歳入歳

出予算に計上して、その全部又は一部を処分する

ことができる。 

(委任) 

第 7 条 この条例に定めるもののほか、基金の管理

に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇我孫子市鳥の博物館条例施行規則 

平成元年 9月 29日 

(教)規則第 6 号 

注 令和 6年 7月から改正経過を注記した。 

(趣旨) 

第1条 我孫子市鳥の博物館条例(平成元年条例第26

号。以下「条例」という。)第 7 条の規定により、

条例の施行について必要な事項を定めるものとす

る。 

(休館日) 

第 2条 我孫子市鳥の博物館(以下「博物館」という。)

の休館日は、次に掲げるとおりとする。ただし、館

長が必要があると認めるときは、臨時に開館日と

することができる。 

(1) 月曜日(国民の祝日に関する法律(昭和 23 年

法律第 178 号)に規定する休日(以下「休日」とい

う。)に当たるときはその翌日とし、当該翌日が休

日に当たるときはその直後の休日に当たらない

日) 

(2) 1月 1日から同月 4日まで及び 12月 29 日か

ら同月 31 日まで 

(3) 館内整理日及び館内燻蒸日 

(4) 前各号に掲げる日のほか、館長が必要がある

と認める日 

(開館時間) 

第 3 条 博物館の開館時間は、午前 9 時 30 分から午

後 4 時 30 分までとする。ただし、入館は、午後 4

時までとする。 

2 前項の規定にかかわらず、館長が必要と認めると

きは、開館時間を変更することができる。 

(令 6(教)規則 2・一部改正) 

(入館の制限) 

第 4 条 次の各号の一に該当するときは、博物館へ

の入館を拒否し、又は退館を命ずることができる。 

(1) 公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害するお

それがあると認められるとき。 

(2) 施設、設備、展示品等を汚損し、又は他人の

迷惑となる物品、動物等を携帯するとき。 

(3) 保護者又は付添人のない 6 歳に満たない者 

(4) 前各号に掲げるもののほか、館長が管理運営

上支障があると認めたとき。 

(入館の手続) 

第 5条 博物館に入館しようとする者(中学生以下の

者を除く。)は、条例第 5 条第 1 項に規定する入館

料又は 3 館共通入館料を納入し、入場券の交付を

受けなければならない。 

(遵守事項) 

第 6 条 博物館に入館した者は、次の各号に掲げる

事項を守らなければならない。 

(1) 所定の場所以外での飲食、喫煙、火気使用等

の行為をしてはならない。 

(2) 施設、展示品等を汚損し、又は損傷してはな

らない。 

(3) 前各号に掲げるもののほか、管理上必要な指

示に反する行為をしてはならない。 
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(入館料の免除) 

第 7 条 条例第 5 条第 1 項ただし書の規定により、

入館料を免除することのできる場合は、次のとお

りとする。 

(1) 70 歳以上の者が入館するとき。 

(2) 障害者(身体障害者手帳、療育手帳若しくは 

これに準ずる書類又は精神障害者保健福祉手帳の

交付を受けている者をいう。以下同じ。)及びその

介助者(障害者 1 人につき 1 人とする。)が入館す

るとき。 

(3) 前各号に定めるもののほか、教育委員会が公

益上必要と認めるとき。 

2 入館料の免除を受けようとする者は、前項第 1 号

及び第 2 号に規定する場合を除き、あらかじめ入

館料免除申請書(様式第 1 号)を提出し、入館料免

除承認書(様式第 2 号)の交付を受けなければなら

ない。 

(資料の特別利用) 

第 8 条 学術研究のため条例第 2 条に規定する博物

館資料(以下「資料」という。)を特別に利用しよう

とするものは、資料特別利用申請書(様式第 3 号)

を館長に提出し、資料特別利用許可証(様式第 4号)

の交付を受けなければならない。 

(資料の館外貸出し) 

第 9 条 他の博物館その他館長が適当と認めたもの

は、資料の館外貸出しを受けることができる。 

2 資料の館外貸出しを受けようとするものは、資料

館外貸出利用申請書(様式第 5号)を館長に提出し、

資料館外貸出利用許可証(様式第 6 号)の交付を受

けなければならない。 

3 資料の館外貸出期間は 30日以内とする。ただし、

館長が特に必要と認めたときはこれを延長するこ

とができる。 

4 館長が必要と認めたときは、貸出期間中であつて

も資料の返還を求めることができる。 

(損害賠償) 

第 10条 入館者並びに資料の特別利用を受けたもの

及び資料の館外貸出しを受けたものは、自己の責

めに帰すべき理由により、博物館の施設若しくは

設備を損傷し、又は備品若しくは資料を亡失し、若

しくは損傷したときには、これを修理し、又は損害

を賠償しなければならない。 

(資料の寄贈及び寄託) 

第 11 条 博物館は、資料の寄贈及び寄託を受けるこ

とができる。 

2 博物館に資料を寄贈しようとするものは、資料寄

贈申請書(様式第 7 号)を館長に提出し、館長は博

物館に資料を寄贈したものに対して、資料受領証

(様式第 8 号)を交付するものとする。 

3 博物館に資料を寄託しようとするものは、資料寄

託申請書(様式第 9 号)を館長に提出し、館長は資

料を寄託したものに対して、資料受託証(様式第 10

号)を交付するものとする。 

4 博物館に寄託資料の返還を請求しようとするも

のは、寄託資料返還請求書(様式第 11 号)を館長に

提出しなければならない。 

5 寄贈資料には、寄贈者の氏名及び寄贈年月日を記

して、永くその芳志を伝えるものとする。 

6 寄託資料は、博物館所蔵の資料と同様の取り扱い

をするものとする。ただし、館外貸出しについては、

寄託者の承認を得なければならない。 

7 博物館は、不可抗力により寄託資料の損害に対し、

その賠償の責を負わないものとする。 

(その他) 

第 12 条 この規則に定めるもののほか、博物館の管

理運営に関し必要な事項は、館長が別に定める。 

附 則 

(施行期日) 

1 この規則は、平成 2 年 4 月 1 日から施行する。た

だし、次項の規定は、平成元年 10 月 1 日から施行

する。 

(準備行為) 

2 博物館の開館に関し必要な準備行為は、この規則

の施行前においても行うことができる。 

附 則(平成 2 年 9 月 28 日(教)規則第 9 号) 

この規則は、平成 2 年 10月 1 日から施行する。 

附 則(平成 3 年 5 月 1 日(教)規則第 2 号) 

(施行期日等) 

1 この規則は、公布の日から施行し、改正後の我孫

子市鳥の博物館条例施行規則は、平成 3 年 4 月 1

日から適用する。 

(経過規定) 

2 この規則の施行の日前に行つた入館料の免除に

係る申請、決定、その他の行為は、改正後の規則の

相当規定によつてなされたものとみなす。 

附 則(平成 4 年 3 月 31 日(教)規則第 5 号) 

(施行期日) 

1 この規則は、平成 4 年 4 月 1 日から施行する。 

(経過措置) 

2 この規則の施行の際、この規則による改正前の次

の各号に掲げる規則の規定に基づき作成された様

式の用紙で、現に残存するものは、必要な調整をし

た上、なお当分の間、使用することができる。 

(1)～(5) 省略 

(6) 我孫子市鳥の博物館条例施行規則 

附 則(平成 12 年 12 月 27日(教)規則第 6 号) 

この規則は、公布の日から施行する。(後略) 

附 則(平成 14年 5月 30日(教)規則第 17号)抄 

(施行期日) 

1 この規則は、平成 14 年 7 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 15 年 1 月 31日(教)規則第 1 号)抄 

(施行期日) 

1 この規則は、平成 15 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 26 年 3 月 31日(教)規則第 3 号) 

この規則は、平成 26 年 4 月 26 日から施行する。 

附 則(平成 28 年 12 月 26日(教)規則第 13 号) 

この規則は、平成 29 年 1月 1 日から施行する。 

附 則(令和 6 年 7 月 31 日(教)規則第 2 号) 

この規則は、公布の日から施行する。 

様式第 1～11 号（省略） 
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7 博物館入館案内 
 

●開館時間 

 ・午前 9 時 30 分から午後 4 時 30 分 

     （最終入館午後 4 時 00 分） 

 

 

●休館日 

 ・月曜日（祝日の場合は次の平日） 

 ・年末年始（12 月 28 日～1 月 5 日） 

 

 

●入館料 

区分 個人 
団体 

（20 人以上の場合） 

1 人につき 

一般 300 円 240 円 

高校生・大学生 200 円 160 円 

 

注．企画展に限り特別料金をいただく場合がありま

す。また、下記の入館者については入館料を免除しま

す。  

① 70 歳以上の方（年齢のわかる証明書をご提示

ください） 

② 小・中学生以下の方  

③ 障がい者の方（障害者基本法第 2 条に規定） 

障害者の方お一人につき介護者或いは引率者お一人

も入館料無料となります（手帳をご提示ください。障

がい者手帳アプリ「ミライロ ID」のご提示でも減免

が適用されます）。 

 

 
●案内図 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

●交通 

 
ＪＲ常磐線我孫子駅下車 

↓ 

我孫子駅南口よりバス乗車約 10 分 

（市役所経由） 

↓ 

市役所下車 

↓ 

徒歩約 5 分 
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